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　今年 4 月～ 6 月に行われた、2023（令和 5）年度の主な試験について、教養（基礎能力）試験・専門試験の主要科

目の出題内容を p.4 以下で振り返ります。出題傾向・難易度や要注意テーマ、来年度以降の試験に向けた準備方法など、

今後の試験対策に是非役立ててください。

　まず、各試験の科目別出題数をまとめておきます。国家総合職・国家一般職・国家専門職の基礎能力試験については、

人事院から発表されている 2024 年度からの出題数を掲載しています（変更の詳細については次ページ「国家総合職／

一般職／専門職 基礎能力試験の見直しについて」参照）。

人事院より今年 3 月にリリースされた「2024 年度の国家公務員採用試験における主な変更点に

ついて」において、基礎能力試験の出題見直しが発表されました。

 https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken/nittei/nittei2024.html

国家総合職／一般職／専門職 基礎能力試験の見直しについて

試験
科目

国家総合職 国家一般職 国家専門職 裁判所職員 東京都Ⅰ類Ｂ 特別区Ⅰ類※２

知能分野

文章理解 10 10 10 10 8 9

判断推理

14

7 7 10 5 10

数的推理 4 4 6 7 5

資料解釈 3 3 1 4 4

（小計） 24 24 24 27 24 28

知識分野

社会科学

政治

6 ※ 1 6 ※ 1 6 ※ 1

2 1 2

法律 2 1 1

経済 1 1 1

社会・時事 0 5 4

人文科学

日本史 1 1 1

世界史 1 1 1

地理 1 1 1

思想 1 0 1

その他 0 1 0

自然科学

物理 1 1 2

化学 1 1 2

生物 1 1 2

地学 1 1 2

（小計） 6 6 6 13 16 12/20

合計 30 30 30 40 40 40/48

■■（国家総合職・国家一般職・国家専門職）は、2024 年度からの（変更後の）出題数。
※１　自然・人文・社会に関する時事、情報。
※２　知能分野は必須解答、知識分野は 20 問中 12 問を選択解答（合計で 48 問中 40 問選択解答）。

教養試験（基礎能力試験）2023（令和 5）年度　科目別出題数

専門試験 2023（令和 5）年度　科目別出題数

試験
科目

国家一般職※1 国税専門Ａ 財務専門官 労働基準監督Ａ 裁判所事務官
〈総合職・一般職〉 特別区Ⅰ類

行政系科目

政治学 5 3 3 5
行政学 5 5
社会学 5 2 3 2 5

労働経済・社会保障 5
国際関係 5
社会事情 1
労働事情 5

法律系科目

憲法 5 3 6 4 7 5
行政法 5 3 8 4 5
民法 5 ＋ 5 6 5 5 13 5 ＋ 5
刑法 3 10

労働法 7
商法 2 1

経済系科目

ミクロ経済学 5
4 6 9 10

5
マクロ経済学 5 5

財政学
5

6 6 5
経済事情 2 2 4

商学系科目
会計学 8 6
経営学 5 6 6 5

その他 20 12 24
合計 40/80 40/58 40/76 40/48 30/40 40/55

■■は必須科目、■■は選択科目。「40/80」は「80 問中 40 問選択」の意。
 東京都Ⅰ類Ｂ（行政）の専門試験は記述式。憲法、行政法、民法、経済学、財政学、政治学、行政学、社会学、会計学、経営学の 10 科目（10 題）から 3
題選択解答。
※1  16 科目・80 問から 8 科目・40 問を選択解答。

見直しのポイントは以下 2 点です。

①基礎能力試験の出題数を 40 題から 30 題に削減

② 知識分野は時事問題を中心とし、普段から社会情勢等に関心を持っていれば対応で

きるような内容とする

　変更後の 30 題の内訳は、p.2「教養試験（基礎能力試験）2023（令和 5）年度 科

目別出題数」にあるとおりです。従来よりも知能分野のウエートがさらに高まること

から、取りこぼしのないよう様々なパターンの問題の解法をしっかり身につけておく

ことが求められます。

　知識分野の 6 題については、人事院リリース中に掲載されている問題例も参考に、

日頃から科学や文化も含めた時事ニュースに関心を向けるようにしましょう。

特 集
2023年度試験
徹底分析！
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特 集 2023年度試験 徹底分析！①

埼玉県立春日部高等学校卒業、青山学院大学文学部フランス文学科卒業、青山学院大
学大学院法学研究科中退。全国の学内講座で講師を務める。大学院生のころから講師
を始め、現在は法律科目（憲法、民法、行政法など）や行政科目、社会科学、人文科
学、小論文、面接指導など幅広く講義を担当している。

寺本康之

・寺本康之の小論文バイブル（年度版）
・寺本康之の憲法ザ・ベストハイパー（いずれもエクシア出版）　他多数

著書

法律 政行 目科

　今回は私が担当している法律科目（憲法・行政法・民法）
と行政科目（政治学・行政学・社会学）について、2023 年度
試験の分析を行います。来年に向けて学習の参考にしてくだ
さい。

1 国家一般職

憲法は満点を狙えたが、民法Ⅰ・Ⅱが激ムズ…
（1）憲法　5 問正解を狙えた科目
　非常に簡単で満点を狙えます。人権から 3 問、統治から 2
問という構成でした。人権は No.11 で表現の自由が出題され
ましたが、基本的な判例知識を問うています。No.12 は社会
権の出題で、総合問題となっている点が特徴的です。No.13
は財産権から出題されました。こちらも難易度は低め。誰で
も知っている判例が問われています。統治は No.14 で国会か
らの出題となりました。単純知識を問うだけの 4 択組合せと
なっているので、難易度はかなり低いです。最後の No.15 の
内閣に関する問題も簡単ですね。

（2）行政法　4 問正解を狙えた科目
　難易度は低めの印象です。行政法は、行政作用法から 2 問、
行政救済法から 3 問という構成でした。No.16 は行政基準と
いう耳慣れない用語が使われているものの、聞いている知識
は行政立法についてです。No.17 は情報公開法からの出題と
なっています。典型テーマでしたが、難易度はやや高め。
No.18 は処分性からの出題でした。結論だけ覚えておけば解
けるので、難易度は低いです。No.19 は取消訴訟における仮
の救済、すなわち執行停止に関する出題で受験生の多くが苦
手にするテーマです。No.20 は国家賠償法 2 条からの出題で
した。問われている判例はどれも有名なものばかりなので、
かなり簡単な問題でした。

（3）民法Ⅰ　3 問取れれば御の字
　かなり難しかったと思います。民法Ⅰは、総則から 2 問、

物権から 1 問、担保物権から 2 問という構成でした。例年通り、
担保物権から 2 問出題されました。No.21 は信義則と権利濫
用の禁止についての出題であったため、さすがに驚きました。
No.22 は権利能力なき社団が出題されました。4 択組合せの形
式で、正答にたどり着くのは容易です。No.23 は所有権から
の出題でした。近時改正された部分を上手く避けて問題がつ
くられている点が特徴です。No.24 は質権からの出題です。
マイナー知識を問う肢が含まれているので、難易度はやや高
めです。No.25 は譲渡担保に関する知識が問われました。各
肢の知識レベルが高いので、難問です。

（4）民法Ⅱ　3 問取れれば御の字
　全体的に難しいです。民法Ⅱは、債権総論から 2 問、債権
各論から 2 問、親族・相続から 1 問という構成でした。No.26
は保証からの出題でした。個人根保証契約というマイナー知
識が問われていますね。No.27 は弁済からの出題。一部難し
い肢が含まれていますので難易度は高め。No.28 は委任と寄
託に関する知識が問われています。寄託は民法各論の中では
マイナーテーマであることから解きにくいですね。No.29 は
不当利得からの出題でした。4 択組合せという形式を上手く
使えば、正答は十分可能なので難易度は低めです。No.30 は
相続の分野から計算問題が出題されました。形式に慣れてい
ない人は手も足も出ないでしょう。

（5）政治学　4 問正解を狙えた科目
　全体の難易度は並です。No.1 の政治思想や No.2 の政治体制、
No.4 の福祉国家からの出題は、幅広い知識が横断的に問われ
ていますので難易度は高めです。No.3 の選挙制度や No.5 の各
国の政治制度は、教養試験でもおなじみのテーマです。

（6）行政学　3 問正解が関の山
　昨年もそうでしたが、今年も難しい年だったといえます。
まず、No.6 の組織理論や No.7 の人的資源管理の理論はどちら
かといえば経営学に近いので、行政学のテーマとしては難し
い部類に入ります。また、No.8 は一見、政策過程の理論に関

するものなのでラッキー問題か思いきや、耳慣れない学者ば
かりが並んでいるので正答するのは難しい。No.9 は情報化と
いう目新しいテーマからの出題でした。

（7）社会学　4 問正解を目指すべき
　難易度は並です。No.56（社会理論）や No.60（社会調査）
のテーマは苦手にする受験生が多いので、取れなかった人も
いるでしょう。No.57（ブルデューの学説）、No.58（マートン
の逸脱行動）は、一人の学者に焦点を当てて知識を問う問題
です。理論の核を押さえておけば正答にたどり着けます。
No.59（自我や自己）も典型的な学者が並んでいるので、得点
は可能ですね。

2 特別区Ⅰ類

法律科目は例年通り、行政科目は大量得点可能！
（1）憲法　5 問正解が可能
　全体的な難易度はやや易しめです。人権から 2 問、統治か
ら 3 問という構成で出題されました。No.1 のプライバシーの
権利に関する出題は、肢 3 で Google 訴訟が出題されました。
No.2 の人身の自由は条文ベースの知識がカギとなりました。
No.3、4 は国会からの出題。同じテーマから 2 問出題される
ことは稀なので少し驚いた受験生もいたようです。No.5（裁
判の公開）はややマイナーテーマですが、正答は容易です。

（2）行政法　5 問正解をすべき
　簡単な年でした。行政作用法から 2 問、行政救済法から 3
問出題されています。No.6 の行政計画や No.8 の情報公開法は、
準備していた人が多かったようです。No.7 は行政行為の効力
を問う問題で、定義をしっかり覚えておけば対応可能です。
No.9 の行政不服審査法は、マニアックな肢もありますが、正
答には絡まないのでそこまで難しくありません。No.10（国家
賠償法）も見たことのある判例ばかりが並んでいるので簡単
です。行政事件訴訟法からの出題がなかった点は意外でした。

（3）民法Ⅰ　4 問正解可能
　難易度は並です。総則から 2 問、物権から 2 問、担保物権
から 1 問という構成でした。No.11 は権利能力なき社団から
の出題でしたが、憲法の知識があれば正答可能です。No.12
は取得時効からの出題で、条文知識を問うものでした。No.13
は即時取得という典型テーマ。これを正解できないとかなり
ヤバいです。No.14 は意外で、所有権からの出題でした。今
年は出ないと踏んでいたと思うので、不意打ち感が否めませ
ん。No.15 は根抵当権の知識が問われていますが、比較的簡
単な印象です。

（4）民法Ⅱ　3 問取れていれば及第点
　難易度はやや難です。債権総論から 2 問、債権各論から 2 問、
親族・相続から 1 問の出題でした。No.16 の弁済に関する問
題は条文知識がわかっていれば答えが出ますが、一部難しい
判例も問われています。No.17（詐害行為取消権）は、出題さ
れることを予想していた人が多かったようです。No.18 は贈
与からの出題でした。特別区ではたまに顔を出すテーマなの
ですが、対策していなかった人もいるかもしれません。No.19
は契約の解除からの出題です。条文をしっかりと押さえてい
た人は容易に得点できたはずです。No.20（親権）は難しい…。
マイナーテーマなので、解けなくても仕方ありませんね。

（5）政治学　4 問正解したい
　全体的な難易度は低めです。No.41 はウェーバーの支配の 3
類型からの出題で基本事項を問う問題です。No.42（議会の類
型）や No.43（政党）は典型テーマからの出題ですので、ぜ
ひ得点したいところです。No.44 の近代の西洋政治思想は、
有名人物の理論との結びつきを問う基本問題でした。

（6）行政学　4 問は確実に取れる
　難易度は No.50 以外は非常に低いです。No.46 はストリー
ト・レベルの行政職員に関する出題で、ラッキー問題です。
No.47（能率概念）も穴埋め形式でかなり易しい問題といえる
でしょう。続く No.48( 行政統制 )、49（アメリカ行政学）も
超メジャーテーマです。このあたりで失点することは許され
ません。ただ、No.50 だけは広域行政に関する出題で、地方
自治法の知識を要する難しい問題でした。

（7）社会学　4 問は確実にゲット
　No.53 以外は非常に難易度が低いです。出題テーマも
No.51 の家族、No.54 の自殺論は頻出です。また、No.52 はホー
ソン実験に関する正誤でしたが、これは行政学や経営学でも
出題されるので、社会学を学習していない人でも得点可能で
す。

3 東京都Ⅰ類 B

政治学、社会学はハズレ年。それ以外は予想の範囲内
　東京都Ⅰ類Ｂの専門試験は、専門記述という形式で出題さ
れます。任意に 10 科目中 3 科目を選んで記述するという感
じなので、あらかじめテーマを予想しておき、当たったもの
を書くのが普通です。

（1）憲法　ドンピシャ
　4 年度が人権からの出題だったので、5 年度は統治からの出
題を見込んでいました。実際、国政調査権から出題されまし
たので予想通りです。

（2）行政法　ドンピシャ
　国家賠償法 2 条からの出題でしたが、「出るぞ、出るぞ」と
毎年のように言われ続けてきたテーマなので、今年は当たり
年です。

（3）民法　予想の範囲内
　直近で、出題テーマが物権→債権総論→総則ときていたの
で、5 年度は債権各論からの出題を見込んでいました。実際
は表見代理からの出題となりましたが、用意していた受験生
が多かったようです。

（4）政治学　予想の範囲外
　自由民主主義体制、全体主義体制及び権威主義体制につい
て説明する問題でしたが、正直、誰も用意していなかったテー
マでしょう。

（5）行政学　ドンピシャ
　行政統制について、ギルバートのマトリックスを踏まえて
書かせる問題でした。これも予想通りでしたので、多くの受
験生が選択していました。

（6）社会学　予想の範囲外
　史的唯物論に基づく社会変動を問う問題でしたが、正直誰
も用意していなかったテーマです。ほとんど人は選択してい
ませんでした。

難易度並〜易しめが多いなか、 国家一般職の民法Ⅰ・Ⅱは激ムズ！
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特 集 2023年度試験 徹底分析！②

1994 年より大手予備校にて公務員試験対策の数的処理の講義を担当。独自の解法講
義で人気を博し、看板講師として活躍する。
2008 年に独立し、執筆活動や大学講義を行い、著書累計は 160 万部を超える。
2014 年に（株）エクシア出版を設立、現在、代表として出版活動を行っている。

畑中敦子

・畑中敦子の数的推理 The BEST
・畑中敦子の判断推理 The BEST　他多数

著書

数的処理

全体的に例年並みか易化傾向！

1 国家総合職・専門職・一般職

　全体的に易化傾向にあり、3 試験とも昨年に比べて難易度
が下がった印象です。
　特に、総合職は、やや面倒な問題が 3 ～ 4 問あったものの、
一般職レベルの問題が多く、ここ数年で最も易しいと言って
いいでしょう。また、専門職や一般職も、以前のような面倒
な問題がほとんどなく、解きやすい問題が多かったと思いま
す。
　科目別に見ると、判断推理は、3 試験とも最初は「論理」の
問題で、いずれも少し変わってはいますが難しくはありませ
ん。また、3 試験全てで「操作手順」の問題が出題されてお
り（総合職は数的推理で出題）、それぞれ異なるタイプでした
が、一般職で出題された駒を操作する問題は少し厄介だった
かと思います。その他には、「対応関係」「順序関係」などの
頻出分野の問題が多く、一見面倒な問題が多いですが、簡単
な問題もけっこうありました。
　空間把握では、特に変わった問題も難問もなく、総合職の「折
り紙」や一般職の「回転体」などかなり易しい問題も目立ち
ました。
　数的推理では、「整数」関係の出題が多く、他にも「比と割 
合」「確率」「速さ」「図形の計量」などの頻出分野がほとんど
でした。総合職と専門職では、けっこう面倒な問題と極端に
易しい問題が混在し、難易度に幅がありましたが、一般職で
は標準的な問題ばかりで、反復試行や不定方程式の典型的な
問題も出題されていました。また、3 試験全てで、プログラ
ミングやフローチャートなど情報処理関連の問題が出題され
ており（専門職は判断推理で出題）、新しい傾向と言えるでしょ
う。この分野の問題は、国家の高卒程度では数年前から出題
がありますので、今後、大卒程度でも出題が増えると思われ
ます。

　資料解釈は、形式、難易度とも例年並みで、さほど計算が
面倒な問題もなかったと思います。

2 裁判所職員総合職・一般職

　ここ数年、易化傾向にありますが、今年もその傾向通りの
難易度でした。
　判断推理の最初の問題は「論理」であることが多く、ここ
数年は易しい問題が多いですが、今年も論理式で普通に解け
る問題でした。その他には「対応関係」「真偽」「数量条件の
推理」などで、少々面倒な問題もありますが、これも例年通
りです。ただ、No.13 で出題された「整数」のような問題は
かなりの難問でした。
　空間把握では、2 年連続で「サイコロ」の問題が出題され
ており、昨年はやや面倒な問題でしたが、今年は標準的な難
易度でした。その他には「正多面体」「パズル」と、なぜか「順
序関係」の出題がありました。
　数的推理は、ここ数年、大変易しい問題が多かったのですが、
今年は例年に増して易化しており、きちんと勉強していれば
1 ～ 2 分で解ける問題ばかりでした。ただ、「通過算」では「差
と和の比の関係」、「場合の数」では「同じものを含む順列の
公式」、「図形の計量」では「角の二等分線の定理」など、や
やマイナーな公式や法則を知っている必要があり、勉強して
いるかどうかで差が付いたかと思われます。
　資料解釈は、例年通り、表の問題 1 題で、多少の暗算が必
要ですが、極めて基本的な問題でした。

3 東京都Ⅰ類 A・B

　例年、判断推理、数的推理、資料解釈、空間把握が各 4 問（「新
方式」「技術」を除く）の出題でしたが、今年のⅠ類 B では、

数的推理が 5 問で空間把握が 3 問の出題でした。今後もこの
出題数が継続されるかはわかりませんが、元々、空間把握で「図
形の計量」（本来は数的推理の問題）がけっこう出題されてい
ましたので、特に意識するような変化ではありません。
　科目別に見ると、判断推理では、例年通り、「集合算」「確率」
が定位置で出題され、Ⅰ類 B では、「確率」がさらに 1 問出題
されていました。その他では、Ⅰ類 B で「対応関係」、Ⅰ類 A
で「順序関係」「試合」が出題されましたが、いずれも基本的
な問題で、難易度も例年並みでした。
　数的推理では、Ⅰ類 B で「図形の計量」が 2 問出題され、
これと「N 進法」の問題は例年並みの難易度でしたが、その
他の 2 問「不等式」「比と割合」はかなり易しい問題で、総合
すると、例年より易化しているといえます。また、Ⅰ類 A でも、

「速さ」の問題はかなり簡単でしたが、「演算」が割と難問で、
総合すると例年並みかと思われます。
　資料解釈は、Ⅰ類 A、B とも、毎年同じ形のグラフが出題
され、今年も同様でした。内容、難易度共に、例年通りです。
　空間把握では、最後はいつも「軌跡」の問題で、Ⅰ類 B で
は「長さ」、A では「面積」を求めさせる計量問題でした。また、
Ⅰ類 A では、その他に「図形の計量」が 2 問出題され、計量
問題中心の出題となりました。東京都は全体的に過去問の焼
き直しが多く出題されていますが、特に空間把握でその傾向
が強く、今年の問題もほとんどがそうでした。

4 特別区Ⅰ類

　例年通りの出題数で、判断推理は難化、数的推理は易化し
ており、総合すると例年並みの難易度といえます。
　判断推理は、例年、1 問目は「試合」、2 問目は「暗号」で
今年もその通りの出題でした。「試合」は 2 年連続「トーナメ
ント戦」でしたが、今年はやや面倒な問題だったかと思います。
また、「暗号」は難問奇問が出題されることで有名で、今年も
かなりの難問でした。ただ、きちんと解けなくても正解肢を
選べる問題でしたので、正解した方は多かったようです。
　数的推理では、「図形の計量」「速さ」「確率」など、頻出分

野を中心に出題されており、いずれも比較的易しく、また、
過去問の焼き直しが多く出題されました。
　資料解釈は、ここ数年、出題される表やグラフの形が決ま
りつつあり、今年もその通りの出題となりました。例年最後
に出題される「円グラフ」の問題は難問であることが多く、
今年も結構面倒な問題でした。
　空間把握は、最後の問題は例年通り「軌跡」の問題で、今
年は「長さ」を求めるタイプでしたが、かなり面倒な問題で
した。その他には、「サイコロ」「折り紙」などの基本的な問
題で、特に「折り紙」の問題はかなり易しく、難易度の差が
大きかったといえます。

5 地方上級〈全国型〉

　判断推理は例年通り 5 問の出題で、最初の問題は、ここ数 
年、「論理」と「集合算」が交互に出題されており、今年は「論
理」の問題でした。地方上級の「論理」は簡単なのですが少
し考えさせる問題が多く、今年もその傾向がありました。そ
の他には、「対応関係」「位置関係」など、割と一般的な問題
が中心で、難易度も例年並みでした。
　空間把握は例年 4 問の出題ですが、今年は 5 問となり、「パ
ズル」「展開図」「立体の切断」などの出題がありました。こ
の分野も、やや変わったタイプの問題が多く、要領よく解け
るかがポイントとなります。
　数的推理は例年 7 問の出題で、最初の問題は例年「図形の
計量」でしたが、今年はそのポジションに空間把握が出題され、
実質 6 問の出題となりました。例年 1 ～ 2 問出題されていた 

「整数」の出題が今年はなかったので特徴ですが、「不等式」
や「覆面算」は「整数」の問題と似た感じでしたので、大き
な変化ではありません。その他にほぼ毎年出題されている「比
と割合」と「速さ」は例年通り出題があり、いずれも大変易
しい問題でした。
　資料解釈は、例年通り単純なグラフの問題で、今年は例年
に比べて簡単な内容でした。

大卒程度数的処理のスタンダード
問題数も網羅性もバツグン !  大卒程度試験の完全対策本！

数学が苦手な人にもわかりやすい
解説で、数的推理を得意科目に!!

最新の過去問や厳選された良問
で判断推理を着実にマスター !!

早く解くためのテクニックが満載!
易しい問題からレベルアップ !!

畑中敦子の
数的推理
ザ・ベスト
NEO

畑中敦子の
資料解釈
ザ・ベスト
NEO

畑中敦子の
判断推理
ザ・ベスト
NEO

定価：1,980円 定価：1,980円 定価：1,540円
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　皆さんこんにちは。本稿では、2023 年度の経済系科目の出
題傾向を振り返り、来年度の試験に向けてどのような対策を
講じれば良いか述べておきたいと思います。まずは、試験種
ごとに簡単に振り返っておきましょう。

1 国家一般職

　ミクロ経済学は、易しい内容でした。私がシュタッケルベ
ルク・モデル（No.33）とゲーム理論（No.35）を的中させる
ことができたので（ ）、不確実性の経済学（No.34）まで学
習の手が届いていた方は、全問正解できたでしょう。No.31
の需要の所得弾力性については単なる知識モノで、計算問題
に見えてしまった方はちょっと反省したほうが良いかもしれ
ません。いずれにしても、広く・浅く学習してきた方は報わ
れた内容であったと思います。一方、マクロ経済学に関しては、
多くの方が難しいと感じたのではないでしょうか。特に、45°
線分析（No.36）と経済成長理論（No.39）でしょう。これら
は一般的な過去問集には載っていませんから、得点できなく
ても気にする必要はありません（難しいと感じたらマクロを
選択しなければ良いだけの話ですが…）。ただ、No.36 につい
ては、時間をかけて、問題文の指示なりに解いていけば、十
分正答にたどり着けるはずです。一方、IS － LM 分析（No.37）
の「D」の内容が判断できなかった方は、ちょっと反省してい
ただきたいです。IS 曲線は、縦軸の利子率を一定として乗数
効果分だけシフトします。租税乗数よりも政府支出乗数のほ
うが大きくなりますから、均衡予算であっても IS 曲線は必ず
右方にシフトしますよね。財政学・経済事情については、1 問
目の最適労働供給（No.41）と世界経済事情（No.45）が難し
く感じたのではないでしょうか。比較的肢は切りやすいもの
の、ロシア・ウクライナを正面から出してくるとは思いませ
んでした。この 2 問以外は、とても基本的です。No.45 がう
まくいけば、5 問中 4 問は取れる内容でしょう。

　ここ最近の出題傾向で言うと、どの科目も、それなりに努
力すれば 4 問は得点できる内容です。経済系の勉強は、やっ
ておいて損はないです。

2 国家専門職（国税・財務・労基）

　経済系の問題数が最も多い労働基準監督官試験を前提とし
ます。今年度の試験問題は、計算問題を中心としながらも、
知識モノ、グラフの読み取り問題もあり、全体的にバランス
の良い出題内容でした。難易度についても、基本的・標準的
なレベルで、１年間の受験生の努力を裏切らない、大変真っ
当な試験内容であったと思います。ミクロ経済学は計算問題
が中心で、人によっては労働供給の計算（No.30）か価格規制
の計算（No.32）で手が止まったかもしれません。しかし、前
者については計算テクニックを知っていれば、30 秒以内に暗
算で答えを得ることができますし、後者については、グラフ
を描きながら考えることができれば、あとは中学校レベルの
面積を求める計算力があれば得点することができます。一方、
マクロ経済学も計算問題が中心でしたが、出題内容は、国民
経済計算（SNA）、45°線分析、IS － LM 分析、AD － AS 分析、
国際マクロ経済学と多岐にわたり、大変バランスの良い出題
内容でした。難易度についても基本的・標準的なレベルです。
ただ、「学習が IS － LM 分析までで息切れした」というありが
ちな受験生は、AD － AS 分析（No.36）と国際マクロ経済学

（No.37）は難しく感じたかもしれませんね。最後に、財政学・
経済事情ですが、経済財政白書からの実質 GDP の動向を中心
とした基本的・標準的な出題内容です。ただ、No.40 において、
各国の消費者物価上昇率の動向が問われた点や、通貨レアル
も含めたブラジルの経済動向については、押さえていない受
験生が大半であったろうと思います。この問題については、
得点できなかったとしても気にする必要はないでしょう。
　2024 年度に向けての学習は、計算問題中心として広く・浅

く学習しましょう。基本的な公務員試験対策を行っていけば、
報われる試験傾向だと言えます。

3 特別区Ⅰ類

　今年度も例年通り、ミクロ（5 問）、マクロ（5 問）、財政学
（5 問）ともに、基本的な問題ばかりでした。さらに今年度は、
例年、各科目に必ず 1 問入れてくる“得点させない問題”（＝
難しい問題）も出題されておらず、市販されている問題集を
使って基本・標準的な問題を繰り返し演習していた受験生は、
満点を取ることができたのではないでしょうか。逆に言えば、
経済系の科目を「捨て科目」として学習しなかった方は、今
年度もかなり損をしたと言えると思います。
　2024 年度に向けて、経済系科目の留意点を述べておこうと
思います。全体的には、オーソドックスな対策で十分であろ
うと思います。ただし、ミクロ経済学に関しては、今年度は
5 問中 4 問が計算問題でした。中でも、独占企業の価格差別

（No.23）、共同利潤最大化（No.25）は、計算問題対策を避け
て通ってきた受験生にとっては、若干辛く感じた問題であっ
たろうと思います。2024年に向けて学習を開始する受験生は、
学習開始序盤に、ミクロ経済学の学習に十分時間をかけて計
算慣れしておくことが必要であると思います。一方、マクロ
経済学は、今年度は知識モノ 2 問、計算問題 3 問という構成で、
バランスの取れた出題でした。よって、2024 年度に向けては、
理論と計算のバランスを意識した学習を心がけましょう。最
後に、財政学に関しては、今年度は、制度 2 問、理論 3 問の
バランスの取れた構成で、基本的な知識を問う問題ばかりで
した。ただ、一部に経済史の知識が必要となる問題が出題さ
れています（No.31）。2024 年度に受験予定の方は、直前期
に『経済史・経済事情』の学習にもしっかり取り組むように
してください。

4 東京都Ⅰ類 B

　今年度の経済学は「ディマンドプル・インフレーションと
コストプッシュ・インフレーション（AD － AS 分析）」、財政
学は「予算原則」でした。2 問とも、解答を避けた方が多かっ
たのではないでしょうか。まず、「ディマンドプル・インフレー
ションとコストプッシュ・インフレーション」については、平
成に入ってから出題の履歴はなく、東京都では初めての出題

です（昭和の時代には出された記憶があります…）。ただ、こ
の論点は、かつて特別区で記述試験が課されていた時代に過
去に 3 回出題されている、予備校講師の間では典型論点の一
つです。書くべき内容については予備校の講義や私の講義で
も紹介していますので、その講義内容を覚えていた方、ある
いは、特別区の過去問の解答例をテキスト等で見たことがあ
る方だけが選択したというのが実情でしょう。一方、「予算原
則」ですが、こちらの問題は 2014（平成 26）年度に類題が
出題されています。今年度は「完全性の原則」、「単一性の原則」、

「明瞭性の原則」が問われましたが、2014 年度は、「完全性の
原則」、「単一性の原則」、「限定性の原則」が問われています。
択一式試験対策の観点で言うと、この論点は、特別区でのみ
出題される特別区固有の論点です。しかし、東京都でもこれ
で 2 回目の出題ですから、今後は一通り見ておくべきかもし
れません。あと 5 年は出題されることはないと思いますが。
　2024 年度に向けては、まず併願も考える必要があるかと思
いますので、択一式試験対策を中心として基本論点を中心に
勉強を進めれば OK です。書く練習は、年明けからで十分だ
ろうと思います。

【2024 年度に向けて】
　どの試験種も、経済系科目について特別な対策は不要でしょ
う。市販されている公務員試験向けの問題集から基本・標準
的な問題をピックアップし、特に計算問題を繰り返し解いて
解法パターンを身に付ける、といったオーソドックスな学習
で OK です。ただし、以下の点を留意してください。
①インプットに時間をかけ過ぎないこと
　インプットに時間をかけすぎてしまい、アウトプットがい
い加減な学生が多く見受けられます。「問題を解くための学習
である」とさわやかに割り切って、アウトプット中心の学習
を心掛けてください。“体に覚えさせる”感覚で問題演習に取
り組みましょう。
② 3 日に 1 問程度、難しめの問題にトライする
　3 日に 1 問程度で結構なので、難易度の高い問題にトライ
してみてください。試験会場で未知の問題に直面したときに、

“答えをひねり出す”練習をするのです。問題数を欲張る必要
も、無理に解法を覚える必要もありません。語弊があるかも
しれませんが、“テキトーに”やってみていただきたいのです。
これを心掛けていると、他の受験生よりも頭一つ抜き出るこ
とができると思います。

特 集 2023年度試験 徹底分析！③

千葉商科大学政策情報学部非常勤講師、公務員試験予備校講師。
資格試験予備校、金融機関、マスコミ業界を“講師”として渡り歩き、2013 年に独立。
公務員試験や各種資格試験の受験指導のほか、全国の企業や大学などで、日本経済新
聞の読み方、企業情報の採り方、景気指標の見方などの指導も行っている。

高橋義憲

・マップでわかる経済学 マクロ編
・マップでわかる経済学 ミクロ編（いずれもエクシア出版）

著書

経済系 目科

アウトプット中心の学習を心掛け、 広く・浅く

定価：1,980円（税込）

高橋義憲の
マップでわかる経済学
ミクロ編

マクロ編

好評発売中!

図解でわ
かり

やすい！
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公務員試験の面接は、 
まず「内面」を重視する

　面接で高評価を勝ち取るうえで、あな
たがすべきことは、しっかりとした内面
を持つ人材であるとアピールすることで
す。ここで言う内面とは、人として魅力
的に感じる要素を指します。例えば、相
手にとって心地よいと感じるコミュニ
ケーションができること、集団の中で人
と協業できる協調性が備わっているこ
と、周りの人の士気を高める配慮ができ
ること、思いやり、気遣いの心が備わっ
ていることを指します。
　入室時から元気よくハキハキと受け答
えする姿勢が備わっていると、それだけ
で高評価に結びつきます。また、様々な
質問に対して、自信を持って受け答えす
る態度が備わっていると、どのような状
況に置かれても慌てず対処するコミュニ
ケーション力が身に付いている人材だと
聞き手は考えます。このように、内面は
第一印象を決定づける重要な要素となり
ます。
　内面で高評価を得るには、墓穴を掘ら
ないことも重要です。例えば、言葉遣い
に気をつける必要があります。よく学生
の回答でありがちな悪い例が「キレやす
い上司がいた」「周りのメンバーの能力
が低かった」のような極端な表現です。
面接官は、こういった言葉遣いから、あ
なたの内面を評価します。もし、汚い言
葉遣いや、独断的な表現を多用する場
合、どれだけ論理的思考力に優れていて
も、一緒に働きたくないと思ってしまい
ます。学生は特定分野で即戦力が求めら
れているわけではないので、協調性が
あって、若く伸びしろがある人間だと判
断されないと合格を勝ち取ることは難し
いです。面接における悪い癖は、自分だ
けで全て洗い出すことが難しいので、友

人やキャリアセンターの方などに模擬面
接をお願いして客観的に評価してもらい
ましょう。

次に重視すべきは実務能力

　公務員に求められる実務能力は、ずば
り「対応力」だと考えます。ある政令指
定都市の人事担当者と話した際も、同じ
能力を重視しているとのことでした。公
務員は事業を企画する場面も多いのです
が、企画はある程度勉強すると、誰でも
説得力あるものが作れたりします。何よ
りも大変なことは、自分の考えを周りの
関係者に伝えて、協力・同意を得て事業
を推進することです。
　例えば、企画を実行する際、上司にど
れだけの費用対効果があるか根拠をもっ
て説明する必要があります。上司から反
対意見があれば、それを踏まえて改善し
た案を提示し、改めて自分の考えを伝え
ないといけません。組織内の調整が終わ
れば、次は住民や事業者など外部の方々
と交渉を行います。ここでも対応力（特
に交渉力）が必要です。
　私の実体験ですが、空き家の調査を地
域住民に依頼する際、交渉の仕方次第で
結果が変わりました。市が「空き家調査
をしたいからお願いします」と伝えた場
合、「税金を払っている私たちがなんで
協力しないといけないんだ！」と反対に
遭うことがありました。そこで、交渉す
る際、「空き家の問題が深刻化しており、
あなたの地域の景観や、資産価値を守る
ために、地域のことをよく知るあなた方
の協力が欠かせない」と、地域住民に
とってもメリットがあることを伝えたう
えで、そこまで苦労する調査ではないこ
とを伝え納得させることを心がけており
ました。このように、自分の視点だけで
なく、相手の立場を踏まえ、協力してい

ただけるように配慮して、交渉を進める
力が公務員には必要です。
　面接では、こういった場面を乗り越え
ていく力があることをアピールしないと
いけません。学生の場合、アルバイトや
ゼミ活動、サークル活動なんでも構いま
せん。自分一人で行った勉強エピソード
よりも、周りの学生や先生、職場の人と
協業して何かを成し遂げたエピソードの
ほうが、これまで挙げた対応力を発揮し
たエピソードとして捉えられるので、評
価されます。その点を踏まえて、自分は
何をしてきたのか自己分析してくださ
い。

自然科学LOVE 受かる! 面接対策

　今後の伸びしろが期待される新卒の受験生を採用する場合、人事担当者はみんな口を揃えて欲しい人材として、「元気な人」「部

下として一緒に働きたいと思える人」を挙げます。公務員の人事担当者だけでなく、民間の方も同じようなことを言うのですが、

この言葉だけでは、具体的にどのような人物を指しているかわからないのではないでしょうか。そこで、今回は公務員試験に

最終合格するため、面接官があなたと一緒に働きたいと思わせるために意識すべきことを解説します。

公務員試験に最終合格する人の特徴2023年度 特別区の自然科学から見る
受験生タイプ別自然科学の勉強の仕方

　公務員試験（教養試験）は満点が取れ
ない試験だと言われており、一般的に教
養試験は 60％の正答率が合格ラインだ
と言われています（試験種や年度によっ
て違いがあります。あくまで目安として
捉えてください）。理由はいろいろあり
ますが大きく 2 つ挙げると、1 つは範囲
が明示されていないため、見たことがな
いような問題が一部出題されること。も
う 1 つは 40 ～ 50 問の問題には難易度
に波があり、一部難問が出題されるから
です（例えば高卒程度の試験なのに総合
職レベルの問題が 2 ～ 3 問出題される）。
これは皆さんが得意にしている科目につ
いてもいえることで、自信を持っている
科目が当日難しすぎて解けなかった…な
んてことはよくある話です。
　そういったリスクを回避するために自
然科学はあります。また、受験生によっ
ては数的処理が苦手で得点が見込めない
から自然科学でカバーするしかないと
いったケースもあり得るかもしれませ
ん。リスク管理のため、戦略のため、理
由は人によってそれぞれですが少なから
ず自然科学は勉強することになると思い
ます。今回は、実際に特別区 2023 年度
の自然科学を問題別に難易度、頻出度で
見ていきます。右上の図は縦軸に難易度、
横軸に頻出度を取ったグラフです。

・ 左下の領域…簡単かつ高頻度。みんな
に勉強してほしい。

・ 左上の領域…人気分野だけどちょっと
難しい。初学者には難しいからおスス
メしないけど、勉強している人であれ
ばやってほしい。

・ 右下の領域…簡単だけど頻出ではな
い。数的処理が苦手で他でカバーしな
いといけない受験生は勉強すべき。

・ 右上の領域…難問かつ不人気な単元。
捨てたほうが良い。

　このような感じで見ていただければと
思います。

科目 No. 内容

物理
41 跳ね返り係数
42 内部抵抗

化学
43 周期表
44 炎色反応

生物
45 生態系
46 ヒトの脳

地学
47 太陽系の惑星
48 地層

※難易度は筆者の主観です

高い（人気）

難しい

易しい

低い（不人気）

難
易
度

頻出度

No47

No46 No44 No48

No45
No42

No41

No43

【総評】
・ No.44、46、47 は簡単で、ちょっと

勉強するだけで確実に加点できる問題
である。

・ 物理は 2 問とも難しかったが、毎年物
理が難しいというわけではなく、年度
によっては物理がすごく簡単なときも
ある。

【物理】
　総評でも触れましたが、この年は難し
かったので自然科学の初学者が正解する
のは難しかったと思います。そういう意
味では物理を捨てた受験生にとっては
ラッキーだったかもしれません。

【化学】
　No.43 の周期表は人気分野なので正解
できた受験生は多いと思います。とはい
え、少し知識を深掘りしているので付け
焼刃の知識では難しかったかもしれませ
ん。
　No.44 の炎色反応は金属を熱したとき
に発する色を暗記すればいいだけなので
簡単です。そこまで頻出ではありません
が、有名な語呂合わせもあり簡単なので
覚えておきたいです。

【生物】
　No.45 の「ハーディ・ワインベルグの
法則」は公務員試験でめったに出ません

（私は初めて見ました）。生物は範囲が広
くこの問題のようなマニアックな問題が
出題されやすい傾向があります。生物を
勉強する受験生は、今回のような問題が
出題されるリスクを覚悟しておきましょ
う。
　一方、No.46 は簡単です。人気分野の
上に暗記だけで対応できるので勉強すれ
ば確実に得点できます。

【地学】
　No.47 は頻出の上、難易度も簡単なの
でぜひ正解したい問題です。特に地学は
生物と違い範囲が狭いので勉強したとこ
ろが出題される可能性が高いです。同じ
出題数なら生物より地学を勉強したほう
が、コスパが良いです。その中でも太陽
系の惑星は人気分野なので積極的に勉強
しましょう。
　No.48 の地層は簡単ですが頻出分野で
はないので、勉強するか迷うところです。
数的処理など知能分野で点が取れず、知
識分野でカバーしないといけない受験生
は勉強したほうがいいでしょう。

　以上になります。受験生タイプ別に
よって勉強する範囲を変えて戦略的に勉
強してくださいね。

柴﨑直孝
2004 年より大手予備校にて公務員試験
対策の講義（数的処理・自然科学）を
担当。受験生目線に立った「誰でも使
える解法」と「現実的な戦略」を熱血
指導で分かりやすく教え人気を博す。
2013 年より関東学園大学の専任講師に
着任、2018 年より准教授。

吉田和敏
公務員試験対策指導塾「松村塾」代表。
能美市役所にて 5 年間、企業誘致・人
口減少対策などの施策推進に尽力する。
市役所を退職後、松村塾を開業。公務
員時代の経験を活かし、わかりやすい指
導を徹底することで、県庁社会人枠など
の難関試験で大勢の合格者を輩出する。

面接官に「欲しい人材」と思わせる、
「受かる」ための究極の戦略を
解き明かす一冊！

公務員試験
受かる面接
落ちる面接
定価
1,540円（税込）

吉田
メソッド
満載!




